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広報委員
の一言

　今年４月の European Journal of Nutrition に、
小児期の魚介類摂取が思いやりの心などを育む可
能性があるという、興味深い報告が掲載されまし
た。英国 University of Bristol の Louisa Nel 氏ら
が、小児７歳時の魚介類摂取量と７〜９歳の認知
および行動の発達との関連を調査し解析した結
果、魚介類摂取が多いほど、向社会的行動スコア
が高いと結論付けています。私も実際に論文を詳
細に読んでみましたが、大規模で長期間におよぶ
緻密なデータを解析した結果であり、信頼性が高
いと感じました。
　特に興味深く感じたのは、妊娠期の母親の魚介
類摂取は小児の精神発達とは関連がないこと、小
児期のシーフードの摂取がいわゆる知能指数
（IQ）とは関連がなく、向社会的行動（他者や
社会に利益をもたらす援助やボランティア活動な
どの行動）指数と相関していたということです。
　確かに、シーフードは、小児期の精神発達に重
要と思われる、必須アミノ酸、長鎖脂肪酸、ヨウ
素、セレン、コリン、ビタミンＤなどを豊富に含
んでいて、いかにも発育にとって良さそうではあ
りますし、私の祖母なども、魚を食べると出世す
るなどと言っていたことを思い出します。スー

パーの魚介類売り場に行くと、サカナサカナサカ
ナ～、サカナを食べると～、アタマが良くなる～
という楽曲が流れてくることもあります。
　しかし、その一方で、魚介類に含まれるマイク
ロプラスチックが問題となってもいるようです。
河川や海洋に大量に放出されるプラスチックごみ
が細粒化されて魚介類などに取り込まれ、生体濃
縮され、可食部である魚介類の体内組織に移行し
て、最終的にはそれを食べる人体に悪影響を与え
るなどといわれます。この問題に対し何も対策を
講じなければ、2050年には河川・海洋中のプラス
チックごみの総量が魚の量を超えると予測されて
いるそうで、さらに遠い将来、最終的に魚介類は
食べられなくなるという予測もあります。新潟県
はおいしい魚介類の宝庫であり、私たちの日々の
食材としても、観光資源としてもとても重要です
が、将来はどうなるのかすこし心配になります。
　なぜこんなことが気になるかと申しますと、実
はこの４月下旬に私に初孫が産まれ、孫には今後
何を食べさせたらよいのか、じいじは今からとて
も心配なせいなのでした。

（橋立 英樹　記）
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